
 

 

 

  

  

 

 

                     

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

中学部では、総合的な学習の時間に「地域の特色を知ろう」

のテーマで、生徒の居住地である平戸市、佐世保市、松浦市の

３市について、隔年で校外学習を行っています。昨年の佐世保市

『福井洞窟ミュージアム』に続いて、今年は、松浦市の『ウエスト

ジャパンフーヅ』に出掛けてきました。  

当日は、  あいにくの雨でしたが、MR と徒歩で落ち着いて移動

することができました。  『ウエストジャパンフーヅ』では、衛生面の

配慮から、  作業場を直接見ることはできませんでしたが、  事業

所の方から作業の内容や様子をモニターで説明してもらいなが

ら、学習することができました。  

また、  三陽の方からは、高等部の卒業生の仕事ぶりや生活の

様子なども伝えていただき、  生徒たちも、  働くために必要な力を

確認できたようでした。  

６月末は、悪天候のために二日間の休校が  

ありましたが、１学期も残りわずかとなりました。  

７月に入り梅雨も明け、暑さも厳しくなりましたが、中学部全員

元気に夏休みを迎えたいと思います。  

今回は、６月４日（木）に実施した「ウエストジャパンフーヅ」へ

の校外学習の様子を紹介いたしますのでご覧ください。  

校外学習「ウエストジャパンフーヅ」訪問  

～ ７月の行事予定～  

１ ７日 （金 ）  通常日課 （弁当持参 ）  

２ １日 （火 ）  終業式【 １ １ ： ０ ０下校 】  

昼食は、魚市場内の  

『大漁レストラン旬
と き

』で、 

生徒の多くは、アジフライでは  

なく、カレーライスなどを注文していましたが、  

数名は、アジフライを美味しくいただき、それぞれ満足して学校

へ戻りました。  

  アジフライを食べなかった生徒も、「食べればよかった」と言

っていましたので、お休みの日などご家族でお出掛けされては、  

いかがでしょうか。  

 事前に考えていた質問にも丁寧に答えていただき、学校に

戻っての振り返りでは、たくさんの機械を使ってアジを製品化

し、全国各地のスーパーや回転ずし店などで売られていること

を知ったなどの感想も聞かれました。  


